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本稿は、北西インド・ラージャスターン州の西部に広がるタール砂漠地域に暮らす人び
とのあいだで、「移動民」ないしは「物乞いカースト」として知られるジョーギーを対象
に、彼らの生活実践とそこから立ち上がる自己認識の動態を明らかにする試みである。 
 論文は、序章、本論（第一章から第六章）、結章の全八章からなる。序章では、既存の先
行研究の問題点として、ジョーギーに対する（1）カースト範疇中心的な理解の限界、（2）
移動／定住二元論を立脚点とした議論の限界という二つの問題点が指摘される。両者に共
通しているのは、どちらも固定的な範疇を前提とし、それらを中心と周縁という非対称な構
造に位置づけることで理解を進めてきた点である。こうした先行研究の問題点を乗り越え
るために、本稿では、周囲との相互作用の中でその都度空間を生成するという T.インゴルド
の「住まう視点」に学びながら、ジョーギーたちによって生きられる世界を、彼ら自身の内
在的な視点に寄り添って記述していく。 
第一章では、「カースト」という概念が、英国植民地期に創出され次第にローカルな人
びとのあいだにまで浸透し実体化していったという「カーストの客体化」の議論を踏まえ
て、英国植民地期のセンサスと関連資料からジョーギーがいかに「カースト」という範疇
に組み込まれていったのかを検証する。特に同じナート派という宗教セクトの信者によっ
て構成されるジョーギーとカールベーリヤーに関しては、範疇化の過程で、前者は OBC
（その他の後進階級）、後者は SC（指定カースト）という政治的カテゴリーへと分岐し、
現在では集団範疇と集団表象の両方において断絶した存在として見なされていることが論
じられる。ここで明らかにされた「上から」の集団範疇と集団表象の歴史を踏まえた上
で、第二章から第五章においては、現実世界を生きるジョーギーたちのいわば「下からの
生活実践」を、生業・信仰・親族に注目しながら検討する。 
第二章では、現在のジョーギーたちの基本的な生活状況について、衣食住をめぐる現在の
状況を概観する。特筆すべき点としては、彼らが「定住化」した後も、短期的・長期的に住
まいの場を移していることがあげられる。ジョーギーにとって「定住後」の暮らしとは、移
動（野営）から定住（小屋･家）へという単線的な変化として示せるようなものではなく、
むしろ、その両方を必要に応じて用いていることが明らかとなる。 
 第三章では、ジョーギーたちの生計手段の変化について検討し、移動生活と結びついてき
た「異人性」が、「定住後」の世界にどのような形で適用されているのかについて考察する。
そこでは、現在多くのジョーギー男性が肉体労働に従事しており、近代的な賃金労働が彼ら
のあいだでも主流となっていること、その一方で、物乞いや毒抜きや虫の吸出しといった
「異人性」に拠るところの大きかった「定住化」以前の生計手段は、場所や仕様を変化させ
ることにより「定住後」の生活世界に適応する形で再文脈化されていることが論じられる。 
 第四章では、ジョーギーの信仰実践の在り方について考察する。先の章で見てきたような
移動や物乞いというジョーギーの集団的特徴は、先行研究においてはナート派という世俗
放棄者信仰に結びつけて理解されてきた。それに対し本稿では、彼らが定住村落の人々と同
様に、父系親族集団を母体としたクラン神信仰の儀礼を数多くおこなっていることに注目
する。そして、ナート派信仰をジョーギーという「カースト」の核として捉えてきた先行研
究に対して、彼らの生活実践の内に立ち上がる内在的な自己認識の基層には、幾重にも重ね
られた強靭な親族ネットワークがあることを指摘する。 
第五章では、そうした彼らの生活の基底を支える親族ネットワークが、いかに構築・維持・
再生産されるのかを探る。北インドでは、ブラーマン的な価値体系にもとづいて持参財婚を
至高の婚姻形式とし、婚資婚を劣位のものと見なす序列的な認識が、村人や彼らを調査する
研究者のあいだでも普遍的な価値認識として共有されてきた。その視座からは、ジョーギー
たちがおこなう婚資婚に対して、娘の婚出により対価を得る商業的な取引という否定的な
表象が付与される。しかし、現実のジョーギーたちの婚姻実践に注目してみると、彼らのあ
いだでは上記のような否定的な表象とは異なる価値が共有されていることが分かる。すな
わちジョーギーたちにとって婚約から結婚までの長期に渡っておこなわれる婚資のやり取
りとは、娘と婚資の即物的な取引を意味するのではなく、むしろ姻戚間の継続的な対面の場
を創出するためのものであり、それを通じて結婚後の姻戚間の協力関係や信頼関係を熟成
していくことに主眼が置かれているのである。ここからさらに本章では、持参財婚と婚資婚
が依拠する論理の違いを、＜序列化の論理＞と＜均衡化の論理＞という概念化をもとに考
察する。 
第六章では、2000 年代に入り「移動民」を対象とした保護・優遇政策枠組みの制定に向
けた議論が進む近年のインドの政治動向や、それを念頭に置いた現地のNGO活動に注目し、
新たな「上から」の範疇化に対するジョーギーの自己認識の動態について考察する。調査地
で活動するローカル NGO は、現地で知名度の高いカールベーリヤーを対象とした権利保護
運動に着手する一方で、NGO に参加するジョーギーたちに対して、ジョーギーという自称
を止め、より手厚い保護政策の対象であるカールベーリヤーの名を用いるよう働きかけて
いる。ジョーギーたちは、このようなNGOの主張に多少なりとも影響を受けているものの、
完全には自分たちをカールベーリヤーの人びとと同定しきれずにいる。こうしたカールベ
ーリヤーになりきれない現地のジョーギーたちの姿を、自ら声をあげることのできないサ
バルタン、あるいは社会的弱者のなかの更なる弱者として、否定的な側面を強調して描き出
すことは適切ではない。それは彼らの自己認識が、第五章で見てきたような、連綿と紡がれ
る重層的な親族ネットワークによって生成された下からのわれわれ意識という絶対的な支
柱に基礎づけられているからである。それ故、たとえ上からの集団表象や集団範疇の押し付
けがあったとしても、実際には彼らはいとも簡単にその境界を無視したり、跨いだり、往復
しながら縦横無尽に絶えずその集団範疇を攪乱していくのである。この意味で、彼らの「住
まう＝生きる」という実践は、設計図に基づいて建てられた建造物に人びとを入れ込むよう
な「建てる視点」において把握されるようなものではなく、絶え間ない自己創造と言い表せ
るようなものといえる。そこでは、移動／定住二元論も上位カースト中心的な範疇化も同時
に、正確な現実理解ための論理としての限界を露呈することになる。 
結章では、ここまでの議論を総括し、議論の要として論じられてきた、重層的な親族ネ
ットワークにもとづくジョーギーの生成的な自己認識が、ドゥルーズの＜生の（肯定の）
哲学＞の根幹にある「内に含まれた差異」という思想にも接続する可能性を持つことを論
じる。それにより、本論文の有する議論の潜在的な射程の広がりが示される。 
 
以上 
